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も り 

 「ま・なびの杜」では今後、カルチャーネット参加団体による座談会の様子を掲載

し、各団体の現状などについて紹介してきます。 

 第1回目の今回は、ＮＰＯ法人ニューライフカシマ２１、ＮＰＯ法人かしまスポーツク

ラブ、財団法人鹿嶋市文化スポーツ振興事業団の各代表者に、活動の現状や今

後のあるべき姿などについて話していただきました。 



大川）本日の司会をつとめさせていただきます、まちづくり市民セン

ター長の大川と申します、よろしくお願いします。それでは最

初にそれぞれの団体が誕生した経緯や目的、あるいは現実

的に抱えている課題等についてNPO法人かしまスポーツクラ

ブクラブマネージャーの伊林さんからお願いします。 

伊林）総合型地域スポーツクラブとして文部科学省が提言している

「市民の２人に１人が週一回以上の運動をしましょう。」という

のを目的として作られたのがかしまスポーツクラブです。それ

から、定年を迎え地域に帰ったとき、スポーツを通じて地域に

根ざして元気に生きていけるような環境を提供していこうとい

うのが私たちの理念です。大きく言うとそんな感じですね。 

大川）次にNPO法人ニューライフカシマ２１副理事長の阿部さんお願いします。 

阿部）私たちは２０数年間、有限会社鹿島教育センターとして、家庭教育・子育て支援・英語教育を

通じて地域社会に貢献するという社是で活動をしてまいりました。しかし、社会が大きく変化して

いく中で、継続的に地域に貢献していくために、NPO法人として行政と協力し、今まで培ってき

たノウハウを提供する形を取っていこうということでNPO法人化いたしました。地域に根ざした団

体として、家庭教育・生涯学習を通じて地域に恩返しをする。そういう目的で設立をしました。 

大川）それでは次に鹿嶋市文化スポーツ振興事業団常務理事の塚原さんお願いします。 

塚原）私どもは、市の建てた勤労文化会館という文化施設で専門的なプロパーを育てながら、施設

を市民に提供していくという基本的な理念の基に設立されました。設立後２０年が経ちました

が、それなりの文化の中心施設だと認識してもらっていると思います。ただ、本当に市民が要求

しているものに応えられているのかという課題があります。 

大川）今、塚原常務理事から施設として市民の要望に応えられているかが課題だという話が少し出

ました。そういう課題というのはニューライフカシマでもあるんでしょうか。 

阿部）そうですね、会員の方との会話の中でも、そういう事を感じる事はありますね。 

大川）スポーツクラブではどうですか？ 

伊林）理想と現実のギャップで一番ビックリしたのは、スポーツ関係者の「スポーツは無料」っていう概

念が抜けきれていない点なんです。私たちは会費が月１，０００円で１，１００人以上の会員が

いますが、この方たちから会費が高いって言われたことは一度もないんです。それに対してス

ポーツ関係者からは「スポーツに対してお金を取るのか。」っていう声が大きい。民間のスポー

ツクラブは会費をとってもちゃんと会員が来ているのに、地域スポーツは無料だっていう考え方

のギャップにとまどいを感じるんです。 

阿部）私もかしまスポーツクラブを利用させてもらっているんですけど、プロの方が教えてくださると、ス

ポーツを通して新しい発見や学びがある。やはり、プロの方が教えてくださるっていうことは価値

がある事だと思うんです。私たちの授業の中でも、子育て学講座なんかでは外部から講師を呼

んでいるのですが、そのためには対価を支払わなければならない。それは理解されていない部

分だと思いますね。 

大川）勤労文化会館でも、一部の事業などは無料整理券を配布したりしていますが、大抵は有料で

チケット販売していますよね。販売の際の苦労みたいなものはありますか。 

塚原）歌謡曲などのコンサートの場合、早くから並んで、苦労してチケットを買っておられます。だから

公平にチケットを分けてあげたい。でも、７５４席しかないので全ての市民には届きません。チ

ケットは本屋などでも購入できるようにしていますが、全体的にはまだまだ認知度が低いってい

う苦労はありますね。 

大川）では、次のテーマですが、これからのあるべき姿、市民への呼びかけの言葉としてはどんなもの

がありますか。 

▲クラブマネージャー 

 伊林 尚美 氏 

［非営利活動の種類］ 

○保健、医療または福祉の増進を図る活動 

○まちづくりの推進を図る活動 

○文化、芸術またはスポーツの振興を図る

活動 

○子どもの健全育成を図る活動など 

《 団体データ 》 

［名称］ 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市光１ 

高松緑地体育館 

℡ 82-9042 

［設立認証日］ 

平成15年４月28日 



伊林）社会公益性っていうものをいかにして一人ひとりに理解しても

らうかっていうのがNPOの背負っていかなければならない使

命だと思いますね。結局は、いい意味でのエゴが欲しいんで

す。つまり、自分のためになることが、やがて地域のためにな

るっていうのがいい意味でのエゴだと思うので、それを理解し

てもらえるようにしたいです。 

阿部）同感ですね。今、市民の想いを参画という形にする仕組み

を作ることが求められています。今まで与えられた仕組みの

中で「参加」で終わっていたものを、「参画」して一緒にやって

いきましょうと、その機会を提供する事が求められている時代

なんだと思います。 

大川）今のお二人の意見について、半分は行政、半分は事業団と

いう立場から見て、塚原常務理事はどう思われますか。 

塚原）そうですね、行政はこれをやりますよ、非営利団体はこれを

塚原）鹿嶋の文化は私たちが担っていくんだという気持ちで対応し

ていこうと思います。他の施設やNPO団体の専門的な知識・

ノウハウを借りながら、一緒に情報を共有して鹿嶋市を築い

ていければいいのかなと思います。そういう意味で、文化ス

ポーツ振興事業団が一つの核になれるようにしていきたいで

すし、ニューライフカシマさんやスポーツクラブさんの支援を

受けながら、進めていければと考えております。 

大川）それでは、阿部さんお願いします。 

阿部）教育の目的は自立であり、自分探しだと思います。教育を

通して、市民一人ひとりが自立した人間に成長して、地域が

豊かになるような活動をしていきたいです。鹿嶋市が教育先

進都市として近隣に誇れる市となるために、できるだけ幅広

く貢献できればと考えています。 

大川）今、教育先進のまちという言葉がでてきました。現在、鹿嶋市総合計画ではスポーツ先進のま

ちを掲げていますけれども、その辺りも絡めて伊林さんはどう思いますか。 

伊林）私たちとしては体力づくり、健康づくりを進めて、人口の１割を有するスポーツクラブになりたいと

思っています。そのためには市内の全域で子どもたちも含めて会員を募っていきたいですね。そ

して、地域の方々の参画を得て、地域で子どもたちを育て、地域を盛り上げていくという構想を

もっています。 

大川）それぞれの団体とも市民の参画を促しつつ、文化・スポーツ・教育を柱として地域を盛り上げて

いきたいということですね。本日はお忙しい中、ありがとうございました。 

やりますよっていう明確な区切りができてくれば一番いいのかなと思います。ただ、その中で私の

ところも指定管理者という形で自分たちの自助努力を要求される時代になってきました。そういう

ものを自分たちで認識しながら実践していけば、市民も自然に納得してくれますし、我々も充実感

を感じられるんじゃないかと思っています。 

大川）まちづくり活動の形態や選択肢はかなり広がってきている感じがしますね。さて、色々な意見が

出てきましたが、最後に将来的な展望をお話しください。 

▲常務理事 

 塚原 重徳  氏 

［活動の種類］ 

○地域のための文化諸事業の振興 

○地域のためのスポーツ諸事業の振興 

○埋蔵文化財の発掘調査に関する事業 

○文化財保護に関する研究、啓発事業 

○文化及びスポーツ施設の管理事業 

○文化及びスポーツ団体等の育成事業 

○前各号に関する資料収集及び出版物の刊

行事業 

○その他目的を達成するために必要な事業 

《 団体データ 》 

［名称］ 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市宮中325-1 

℡ 84-0777 

［設立年月日］ 

平成3年6月1日 

▲副理事長 

 阿部 誠一   氏 

［主な活動内容］ 

○

○

○

○

○  

《 団体データ 》 

［名称］ 

NPO法人 

ニューライフカシマ21 

［事務所所在地］ 

鹿嶋市平井1178-11 

℡82-0793 

［設立認証日］ 

平成15年5月23日 
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８月 

９月 

文化・教育・環境 

スポーツ 

文化・教育・環境 

文化・教育・環境 

（８月～１０月）  

第41回鹿嶋オ－プン卓球大会

 

スポーツ 

スポーツ 
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カルチャーネット団体から 

の募集とお知らせ 
[時] 10月13日(土)・14日(日) 

14：00～16：00（全2回） 

[所] まちづくり市民センター 実習室1（2F） 

[費] 無 料 

[持参するもの] 

  

 

[申・  鹿嶋市着装連盟 鈴木 

      TEL/FAX 0299-83-1487  

[時] 平成19年8月25日（土）  

開演(2回) 14:30，18:30 

[所] 鹿嶋勤労文化会館ホール 

[費] 全席指定 

    S席6,000円 A席5,000円  

   ※完売の際にはご容赦願います 

[問] 鹿嶋勤労文化会館 

    TEL 0299-83-5911 

  １   部   落語   林家正蔵 他 

  ２   部   ものまね 漫才 マジック 

[時] 平成19年9月30日（日）  

[所]  鹿嶋勤労文化会館ホール 

[費] 全席指定 3,000円 

[問] 鹿嶋勤労文化会館 

    TEL 0299-83-5911 
チケット発売中！ 

男女がさまざまな分野で対等なパートナーとして参画

し，自らの個性と能力を発揮しながら，多様な生活を

認め合い，生き生きと充実した生活を送ることができる

男女共同参画社会実現に向けて考えてみませんか？  

多くの方の参加をお待ちしています。 

＜第3回＞  

[時] 

[所] まちづくり市民センター 

[内容] 

[講師] 

＜第4回＞ 

[時] 

[所] まちづくり市民センター 

[内容] 
[講師] 

＜第5回＞ 

[時] 

[所] まちづくり市民センター 

[内容] 
[講師] 

[時] 平成１９年１０月１４日（日） 

（開演 １１:00予定） 

[所] 鹿嶋勤労文化会館ホール 

[費] 入場無料（要整理券）  

[問] 鹿嶋勤労文化会館 

    TEL 0299-83-5911 

イベントカレンダー記載事業参加者募集中 

E-mail nk21office@sopia.or.jp

[時] 平成19年10月23日（火）  

開場18:00 開演 18:30 

[所] 鹿嶋勤労文化会館ホール 

[費] 全席指定 

    5,500円  

[問] 鹿嶋勤労文化会館 

    TEL 0299-83-5911 
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 鹿嶋市グラウンド・ゴルフ協会は、平成18年4月1日に市

内37団体の賛同を得て設立した、グラウンド・ゴルフ愛好

者の交流と親睦を目的とした協会です。 

 主な活動は、毎月行われる月例会で毎回300名を超え

る会員が、卜伝の郷運動公園や、津賀城址公園などを会

場にして和気あいあいと楽しくプレーしています。 

 6人以上の団体で市内在住又は在勤であれば、どなたで

も入会できますので、是非ご近所のお仲間を誘ってグラウ

ンド・ゴルフを楽しみませんか？ 

（入会のご案内） 

 市内在住または在勤で6名以上の団体 

  入 会 金    500円（1人当り） 

  年 会 費    500円（1人当り） 

  月例会参加費 500円（1人当り） 

互 助 会 費   300円（1人当り） 

 

 詳しい内容は鹿嶋市グラウンド・ゴルフ協会

事務局にお問合せ下さい。 

 

鹿嶋市グラウンド・ゴルフ協会事務局 

（高松緑地体育館内） 

TEL 82-9042  FAX 82-9043 

E-Mail ksttr@sopia.or.jp 


